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自治会で保存会を結成
　美歎水源地は大正 4（1915）年から昭和 53（19 
78）年までの 60 年間、鳥取市民へ飲料水を供給
しました。その後、歴史的価値が評価され、平成
19（2007）年 6 月に国の重要文化財に指定され
ます。「旧美歎水源地水道施設」として名称も変わ
り鳥取市により 10 年かけて保存整備されました。
これを機に愛着のある施設を地域で管理をしよう
と、平成 29 (2017) 年 1 月に美歎自治会は住民で
組織する「美歎水源地保存会」を結成しました。会
員は全戸 70 戸。平成 30（2018）年４月から活動
をスタートしました。

大正ロマンかおる憩いの場へ
　主な活動は施設の管理作業です。日常的に住民有
志 15 名で行ってきました。草刈り、芝刈り、植栽
の剪定、落葉の除去などの環境整備を行っています。
環境を美しく維持することで何回も来たいと思って
もらえる施設を目指しています。大正ロマンを感じ

ながら心安らぐ憩いの場にしたいとの思いから活動
を続けています。

自治会のきずなの強さも自慢
　施設の活用に会をあげて取り組み、自然景観を活
かした桜ウィーク、ホタル観賞ウィーク、乗馬で施
設巡りなど春夏秋のイベントを実施しています。昨
今、自治会コミュニティの希薄化が嘆かれています
が美歎自治会はきずなが強く、活動がとても活発な
のが自慢です。この春の見どころは、昨年はじめて
芝生広場にみんなで植えた芝桜。ピンクの花が楽し
みです。

来場者の声が励みに
　来場者アンケートの中には、「私の曽祖父は技術
者として美歎水源地の建設に関わった。今回、初め
て来たがとてもきれいに管理されていて感激した。
きっと曽祖父も喜んでいると思う」という東京在住
者からの声があり感動しました。また、「いつ来て
も大変きれいで気持ちが良い」といった声を多くい
ただき、活動の励みになっています。施設を大切に
守り次世代に伝えていきたいです。
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だ
　勝
まさる
さん

＜設　立＞平成 29 (2017) 年 1月
＜会員数＞美歎自治会 70戸（日常の作業は 15名）
＜連絡先＞美歎水源地保存会　澤田

TEL 090-1682-1842

ライトアップされた夜桜　夏にはホタルが飛び交う

ろ過池にある建屋は当時としては珍しい洋風の意匠。美歎村の
自慢の一つでした。水は工場や蒸気機関車などにも利用され鳥
取市の発展や近代化に貢献しました。

美
み
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水源地保存会

旧美歎水源地施設について詳しくは鳥取市文化財課のホームページをご覧ください。
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